
 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

令
れい

和
わ

５年
ねん

(2023年
ねん

)１１月
がつ

 

牧野小学校 

  材料
ざいりょう

（5人分
にんぶん

） 

 豚
ぶた

ミンチ肉
にく

・・・５０ ｇ
グラム

 

 にんにく(みじん切
ぎ

り)・・・少 々
しょうしょう

 

 玉
たま

葱
ねぎ

(粗
あら

みじん切
ぎ

り)・・・１５０ ｇ
グラム

 

 大
だい

豆
ず

（水
みず

煮
に

）・・・１５ ｇ
グラム

 

 金
きん

時
とき

豆
まめ

(水
みず

煮
に

)・・・１５ ｇ
グラム

 

 ひよこ豆
まめ

・・・１５ ｇ
グラム

 

 むき枝
えだ

豆
まめ

・・・１５ ｇ
グラム

 

 トマトホール缶
かん

・・・３０ ｇ
グラム

 

 トマトケチャップ・・・１５ ｇ
グラム

 

 さとう・・・少 々
しょうしょう

 

 ナンプラー・・・２ ｇ
グラム

 

 オイスターソース・・・２ ｇ
グラム

 

 塩
しお

・・・少 々
しょうしょう

 

 こしょう・・・少 々
しょうしょう

 

 カレー粉
こ

・・・１ ｇ
グラム

 

 ひまわり油
あぶら

・・・少 々
しょうしょう

 

《作
つく

り方
かた

》 

①フライパンに油
あぶら

を入
い

れ、にんにくをこがさないようにゆっくり炒
いた

め、香
かお

りを出
だ

す。 

②豚
ぶた

ミンチ肉
にく

を炒
いた

め、塩
しお

・こしょうをする。 

③玉
たま

葱
ねぎ

をよく炒
いた

める。 

④トマトホール缶
かん

を入
い

れて、酸
さん

味
み

がとぶまでよく炒
いた

める。 

⑤大
だい

豆
ず

、金
きん

時
とき

豆
まめ

、ひよこ豆
まめ

、むき枝
えだ

豆
まめ

と残
のこ

りの調
ちょう

味
み

料
りょう

を入
い

れ、よく

煮
に

たら出
で

来
き

上
あ

がり。 

 

ふ 

おいしくてほっぺたが落
お

ちる 

豆
まめ

タコライス 

～給食
きゅうしょく

のこんだてより～ 

昨年度
さくねんど

の給食
きゅうしょく

コンテストの入 賞
にゅうしょう

作品
さくひん

です。 

伊
い

加賀
か が

小学校
しょうがっこう

の児童
じ ど う

が考
かんが

えてくれました。ごはんの日
ひ

に提
てい

供
きょう

され、スライスチーズも付
つ

きます。 

＜児童
じ ど う

のアピールポイント＞色々
いろいろ

な種
しゅ

類
るい

の豆
まめ

が味
あじ

わえること

と、栄
えい

養
よう

バランスが良
よ

い食
しょく

材
ざい

を使
つか

ったことです。 

※給 食
きゅうしょく

の量
りょう

を基準
きじゅん

にしていますので、 

家庭
か て い

で調理
ちょうり

する時
とき

は調整
ちょうせい

してください。 

日
ひ

が暮
く

れるのも一
いっ

気
き

に早
はや

くなり、秋
あき

の深
ふか

まりを感
かん

じます。朝夕
あさゆう

の気温
き お ん

の差
さ

が大
おお

きく体調
たいちょう

を崩しや
く ず    

すい季節
き せ つ

です。 

だんだんときびしくなる寒
さむ

さに備
そな

えて体
たい

調
ちょう

を整
ととの

え元気
げ ん き

に過ご
す  

しましょう。 

 

みなさんは食事
しょくじ

のときに心
こころ

を込
こ

めて「いただきます」「ごちそうさま」を言
い

っていますか。みなさんが食
た

べ物
もの

を食
た

べるまでに、いろいろな人
ひと

がかかわり働
はたら

いています。また食
た

べることは、食
た

べ物
もの

となった動物
どうぶつ

や植物
しょくぶつ

の

命
いのち

をいただくことでもあります。いつも感謝
かんしゃ

の気持
き も

ちを忘
わす

れないようにしましょう。 

あなたのおはしの持
も

ち方
かた

はどれですか？下
した

の絵
え

の中
なか

で当
あ

てはまるものに 

〇をつけてみましょう。おうちの人
ひと

や先
せん

生
せい

にも見
み

てもらいましょう。 

 

正
ただ

しい持
も

ち方
かた

は⑥です。 

   平成
へいせい

25年
ねん

(2013年
ねん

)に「和食
わしょく

」がユネスコの世界
せかい

無形
むけい

文化
ぶんか

遺産
いさん

に登録
とうろく

され、10年
ねん

が経
た

ちました。「はし」を 

使
つか

って美
うつく

しく食
た

べることは「和食
わしょく

」を楽
たの

しむための基本
きほん

となります。正
ただ

しいはしの持
も

ち方
かた

を身
み

に付
つ

けましょう。 


